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2023年 4月 28日 

公益社団法人 日本記者クラブ 

 

 

日本記者クラブ賞を TBSテレビの西野智彦氏に 

特別賞は RSK山陽放送、免田事件資料保存委員会に 
 

公益社団法人日本記者クラブ（根本清樹理事長）は 4月 28日、理

事会を開き、2023年度の日本記者クラブ賞を、財政・金融政策の決

定過程の解明に長年取り組んでいる TBS テレビ常勤監査役の西野智

彦氏（64）に、同特別賞を、ゴールデンタイムでドキュメンタリー

放送を続けている RSK 山陽放送「RSK地域スペシャル・メッセージ」

取材班と、40 年にわたり免田事件に関する資料の整理保存、報道に

あたっている「免田事件資料保存委員会」に贈ることを決めた。 

贈賞式は 5 月 30 日、日本記者クラブで行い、賞状と副賞を贈る。 

また、受賞者による受賞記念講演会を、6 月 30日、7月 10日の 2

回にわけて日本記者クラブで行う。この催しには日本記者クラブ会

員、会員社所属記者だけでなく、一般の読者・視聴者も参加できる。 

 

以下の資料を添付します。（本ページ含め計 5ページ） 

 

 

 

 

 

 

問い合わせは日本記者クラブ事務局（担当・村田、電話 03-3503-2727）へ。 

（了） 

プレスリリース Press Release 

解禁時間はありません 

【贈賞の理由】 

【受賞者・団体の紹介】 

【日本記者クラブ賞と日本記者クラブ賞特別賞について】 

【日本記者クラブ賞受賞記念講演会の案内】 
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【贈賞の理由】 

 

▼日本記者クラブ賞 

西野智彦 TBSテレビ常勤監査役 

事実を示すという一貫した姿勢と徹底した情報収集によって、日本の財政・

金融政策の決定過程の解明に挑み続け、過去 4年に 3冊の著作に結実している。

『ドキュメント 通貨失政』は、オシント（OSINT = Open Source Intelligence）

の手法を中心に、50年前のニクソン・ショック時の意思決定過程を克明に突き

詰め、執念、迫力を感じさせた。現在との相似性からも注目すべきで、検証に

よって社会に警鐘を鳴らすジャーナリズムの取り組みとして高く評価する。 
 

▼日本記者クラブ賞特別賞 

RSK 山陽放送「RSK地域スペシャル・メッセージ」取材班 

「ゴールデンタイムにドキュメンタリー」という孤高の闘いを、10年を超え

て続けていることに、ただ頭が下がる。地方に軸足を置いた、地方のための番

組制作がローカル局の存在意義だという強い信念によって、テレビジャーナリ

ズムへの理解を深めることに貢献している。「島の命を見つめて」は人が生き合

い、そして死に合う様に腰をかがめて静かに迫り、地域に根差したメディアの

底力を感じさせた。 

 

免田事件資料保存委員会 

『検証・免田事件［資料集］』は、圧巻の一言に尽きる。重要な裁判記録が廃

棄される時代にあって、丹念に資料を残すことの重みとメディアの責任を示し

た。1983年の再審無罪判決を直接取材した 3人が、その後も関係者と交流を続

けてこなければ到底なしえなかっただろう。40年に及ぶ活動の継続、検証とい

うジャーナリズムの根幹を体現したこととともに、会社の垣根を越えた共同活

動としても高く評価する。 
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【受賞者・団体の紹介】 

 

西野智彦（にしの・ともひこ）氏 

1958年長崎県生まれ。83年時事通信社入社。経済部などを経て 95年退社。

96年 1月、東京放送（現・TBSテレビ）入社。経済部、政治部などを経て「筑

紫哲也 NEWS23」「報道特集」「Nスタ」各制作プロデューサー。報道局長、総務

局長などを経て 2020 年 6月から常勤監査役。著書に『平成金融史』（中公新書、

19年）、『検証 経済失政』（共著、岩波書店、99年）、『検証 経済迷走』（同、01

年）、『検証 経済暗雲』（同、03年）、『ドキュメント 通貨失政』（同、22年）な

ど。『ドキュメント 日銀漂流』（同、20年）で 21年度石橋湛山賞受賞。 

RSK 山陽放送「RSK 地域スペシャル・メッセージ」取材班 

民放のドキュメンタリー放送枠が深夜帯に多い中、2012年 4 月に水曜日のゴ

ールデンタイム（現在は 20時台）で 1時間のドキュメンタリー番組「メッセー

ジ」をスタートさせた。地域の今を切り取る！を信条に自殺、少子高齢化、貧

困、差別問題、老老介護、特殊詐欺など様々なテーマを取材した。これまでに

約 250本を放送。離島で死と向き合う高齢者と看護師を追った「島の命を見つ

めて」（15年 9月 2 日放送）が米ヒューストン国際映画祭でプラチナ賞を受賞す

るなど、数多くの番組が国内外の映像祭で評価されている。 

免田事件資料保存委員会 

熊本日日新聞社、RKK熊本放送の元記者 3人（高峰武氏、甲斐壮一氏、牧口敏

孝氏）による、社の垣根を越えた活動。3 人は 1983年 7月 15日の免田事件再審

無罪判決を取材し、以後 40年にわたり関係者と交流を続けてきた。免田栄さん

と妻の玉枝さんから、事件に関する資料の保管、活用について相談を受け、2018

年に委員会として活動を開始。獄中から実家に宛てた約 400通の手紙や、死刑

囚の獄中生活を語る膨大な一次資料の整理保存、報道にあたっている。22年１

月には代表の高峰武名で評伝『生き直す 免田栄という軌跡』（弦書房）、同年 8

月には書簡、裁判資料、映像・音声記録などをまとめた『検証・免田事件［資

料集］』（現代人文社）を刊行した。 
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【日本記者クラブ賞と日本記者クラブ賞特別賞について】 

 

日本記者クラブ賞は、千葉雄次郎氏（元日本新聞学会会長）が同クラブに贈

った寄託金を基金として 1972年に創設された。その後も、クラブへの寄付金を

基金に積み増し、賞を運営している。報道・評論活動などを通じて顕著な業績

をあげ、ジャーナリズムの信用と権威を高めた日本記者クラブ会員および法人

会員社に属するジャーナリスト個人に贈る。今回の西野智彦氏を含め、これま

での受賞者は計 59 人。 

 

日本記者クラブ賞特別賞は、クラブ賞創設 40年を機に、より開かれた賞をめ

ざして 2012年度に新設された。原則としてクラブ会員以外の内外のジャーナリ

ストやジャーナリズム活動に贈るが、クラブ加盟社の取材班、番組チームなど

も対象に含めている。ジャーナリズムの向上と発展につながる特筆すべき業績

や活動を顕彰する。今回の RSK山陽放送「RSK地域スペシャル・メッセージ」取

材班、免田事件資料保存委員会を含め、これまでの受賞は計 14 件。 

 

いずれも日本のジャーナリズムの高い水準を示す表彰であり、日本記者クラ

ブの公益目的事業のひとつである。 

 

※歴代受賞者は日本記者クラブのホームページにある「日本記者クラブとは」

から「日本記者クラブ賞」を選択すると参照できます。 
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【日本記者クラブ賞受賞記念講演会の案内】 

 

 2023年度日本記者クラブ賞受賞者による受賞記念講演会を、以下 2回にわけ

て開催します。印象に残る取材や報道にかける思いなどを語っていただくほか、

参加者との質疑応答の時間も設けます。日本記者クラブ会員、会員社所属記者

だけでなく、一般の読者・視聴者も参加できます。 

◆日時  2023年 6月 30日（金）午後 5時～7時 

◆登壇者 山下晴海・RSK山陽放送報道制作局長 

免田事件資料保存委員会（高峰武氏、甲斐壮一氏、牧口敏孝氏） 

◆応募締切 インターネット：6月 29 日正午／往復はがき：6月 23日必着 

◆日時  2023年 7月 10日（月）午後 5時～6時 

◆登壇者 西野智彦・TBSテレビ常勤監査役 

◆応募締切 インターネット：7月 9日正午／往復はがき：7 月 3日必着 

 

※以下は両日程共通です 

◆開催形式 会場およびオンライン（Zoomウェビナーを使用します） 

◆会場  日本記者クラブ 10階ホール（東京都千代田区内幸町 2-2-1） 

◆参加費 無料 

◆応募方法（インターネットと往復はがきで受付） 

1人の申し込みで 2人まで応募できます。希望の参加形式（会場またはオンラ

イン）と連絡先を忘れずに記入してください。電話による申し込み・問い合わ

せは受け付けておりません。いただいた個人情報は本講演会以外の目的には使

用いたしません。 

【インターネットの場合】 

日本記者クラブのホームページ（https://www.jnpc.or.jp）にある応募フォ

ームからお申し込みください。 

【往復はがきの場合】 

住所、氏名、同伴者名（ありの場合）、希望日時、参加形式（会場またはオン

ライン）、電話番号をお書きのうえ、以下の住所までお送りください。 
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日本記者クラブ事務局「クラブ賞受賞記念講演会」係 


